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2024 年 6 月 20 日 

報道機関 各位 
（名古屋教育記者会、文部科学記者会） 

 
 
 

 
 
名古屋大学ナショナルコンポジットセンター（NCC）は、持続可能な資源循環社会の実

現に向けて、自動車関連企業 12 社とともに「NCC プラスチックリサイクル技術研究開発

コンソーシアム」を、2023 年１0 月１日に設立しました。 

本コンソーシアムでは、環境負荷を低減するグローバルなニーズに対応し、使用済み自

動車由来のプラスチックの再生技術およびリサイクル炭素繊維の活用技術の研究開発を

推進します。 

 

 

■研究開発の背景: 

自動車業界では、直面する環境変化への対応として、脱炭素社会と循環型社会の実現

を目指しています。世界的に環境への取り組みが進む中、2023 年 7 月に発表された欧

州委員会による ELV（End-of-Life Vehicles）指令の提案では、新車に含まれるプラ

スチックの 25％以上を再生プラスチックとし、そのうち 25％を使用済み自動車由来と

する、といった資源循環に関する規制について協議が進められています。このような状況

から、使用済み自動車由来のプラスチックの水平リサイクル技術の開発は、資源循環の最

大化という観点から、重要な課題となっています。加えて、車体の軽量化と環境負荷低減

が期待できるリサイクル炭素繊維の活用が求められています。 

 

 

■課題解決の取り組み: 

このような課題の解決のため、本コンソーシアムでは、ASR（使用済み自動車の破砕残

渣）を主とした使用済みプラスチックのマテリアルリサイクル率の大幅な向上、およびリサ

イクル炭素繊維を用いた低 LCA（ライフサイクルアセスメント）技術の開発を目標として、

具体的には以下の研究開発テーマに取り組みます。 

①  ASR を主とした使用済みプラスチックの再生利用技術 

②  リサイクル炭素繊維の低 CO2 成形技術および規格化技術 

 

 

 

自動車の資源循環技術研究開発コンソーシアムの設立 

～自動車関連企業１２社とともに～ 
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■実施体制: 

このような広範な技術の研究開発と実用化を進めるためには、バリューチェーン全体を

通じた一体となった取り組みが必要です。このため、名古屋大学 NCC を拠点に、コンソ

ーシアムを構成する以下の 12 社からなる推進体制を組織し、外部研究機関とも連携しな

がらプロジェクトを推進します。 

 

株式会社 ADEKA，内浜化成株式会社，株式会社栗本鐵工所，スズキ株式会社，東洋紡

株式会社，トヨタ自動車株式会社，日産自動車株式会社，日本ガスケット株式会社，株式会

社日本製鋼所，本田技研工業株式会社，三菱自動車工業株式会社，八千代工業株式会社

（五十音順） 

 

 

名古屋大学 NCC は、産官学連携の下、モビリティの資源循環と軽量化に関する先端技

術の研究開発に取り組み、脱炭素社会の実現に貢献してまいります。 

 
名古屋大学では、世界と伍する研究大学を目指し、社会課題解決のための研究成果の

社会実装に向けた取組を進めています。今回のコンソーシアムは、この取組を推進するも

のです。 

 
名古屋大学は、国立大学法人東海国立大学機構が運営する国立大学です。 

東海国立大学機構 HP https://www.thers.ac.jp/  

 
 
 
 
 
 

国立大学法人東海国立大学機構 

名古屋大学ナショナルコンポジットセンター 

E-mail：nccjapan@nuae.nagoya-u.ac.jp 

 

https://www.thers.ac.jp/


実施体制

研究開発の背景

NCCプラスチックリサイクル技術研究開発プロジェクト
コンソーシアムNCC plastic recycling technology research and development project

本課題解決のためには、ASRプラスチックの
マテリアルリサイクル率の大幅向上およびリサ
イクルCF（rCF）を活用した低LCA技術の開発
が課題です。
具体的には、ＡＳＲ廃材の高度選別技術、回

収材の強度回復再生技術、混練成形技術、特に
難再生材である発泡ウレタンや繊維類のリサイ
クル技術の開発に取組みます。

rCFの活用では、低CO2循環成形技術に加え、
強度部材として使用するために必要となる品質
安定化および材料の規格化に取組みます。

プロジェクト概要

このような多領域にまたがる技術の開発およ
び成果の社会実装を進めるには、川上から川下
に至るバリューチェーンプレイヤーが一体と
なった取組が必要です。
このため、名古屋大学NCCを拠点に、関連企

業12社からなるコンソーシアムを設立し、
Under One Roof体制で研究開発に取り組んで
います。

課題解決の取組

世界的に環境負荷低減の取組が加速する中、
自動車材料の資源循環型への転換が強く求め
られています。

2023年7月にECが公表したELV（End-of-
Life Vehicles）規則では、新車のプラスチッ
クの25％をリサイクル素材、その内25％を廃
自動車由来とする等の規制強化が提案され、
廃プラ材料の循環型リサイクル（水平リサイ
クル）技術の開発は喫緊の課題となっていま
す。加えて、EV車等のエコカーの多くは重量
負荷が大きく、これまで以上に軽量化が求め
られています。
現状では、自動車破砕残渣（ASR）プラス

チック材料のリサイクル率は非常に低く、そ
の約20%を占めるPPの回収は実用化段階にあ
りますが、自動車への適用は緒についた段階
です。その他のプラスチック、発泡ウレタン、
繊維類等はその回収の困難さからサーマルリ
サイクルに留まっています。
また、軽量化のキーテクとして期待されて

いる炭素繊維は、材料製造時のCO2排出量の
多さ等から本格適用に至っていない状況です。
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